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令和３年度全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について 

                              大台町教育委員会 

                              令和３年１０月 

 

 本年５月に小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に実施された「全国学力・学

習状況調査」の結果が、８月３１日に文部科学省から公表されました。 

 調査結果や本町における児童生徒の学力の定着状況、学習状況、生活習慣等の分

析結果、今後の取組について以下のとおりまとめました。 

 なお、「全国学力・学習状況調査」は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の

観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課

題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や

学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続

的な検証改善サイクルを確立することを目的としています。調査により測定できるの

は学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であることも考慮しな

がら、今後の教育の一層の充実を図ってまいります。 

 

１．調査の概要 

 

（１）実施日 

   令和３年５月２７日（木） 

（２）調査参加人数 

   小学校４校 ６学年の児童６４名／中学校２校 ３学年の生徒７７名 

（３）調査の内容 

  ①教科に関する調査 

   小学校６学年の児童【国語・算数】／中学校３学年の生徒【国語・数学】 

  ②生活習慣や学習習慣等に関する質問紙調査 

 

２．教科に関する調査の結果・分析 

 

（１） 本町における特徴的な傾向 

   児童生徒の解答状況について、全国比からみる教科別の強み・弱みと考えられ

る項目を取り上げて説明し、現状と課題を示しています。 

   強み・弱みと考えられる項目について、平均正答率と全国平均正答率と比較し、 

   「強み」＝平均正答率 80％以上かつ全国平均回答率以上の問題 

   「弱み」＝平均正答率 30％未満もしくは全国平均正答率よりマイナス 10％の 

  の項目を取り上げて記述しています。 
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 ＜小学校国語＞ 

 ■強み・弱みと考えられる項目 

○強み 問題１三 

津田梅子についての【スピーチ】の練習の囲みの部分で話す内容とし

て適切なものを選択する。 

平均正答率：87.5％（全国：81.0％） 

⇒ 目的や意図に応じ、資料を使って話すことができています。 

 問題２二 

面ファスナーに関する【資料】の文章の中の「より」と同じ使い方と

して適切なものを選択する。 

平均正答率：89.1％（全国：87.5％） 

⇒思考に関わる語句の使い方を理解し、話や文章の中で使うことがで

きています。 

 問題３三（１）ア 

丸山さんの【文章の下書き】の中の傍線部アを、漢字を使って書き直

す。（ころがっている） 

   平均正答率：90.6％（全国：78.3％) 

⇒ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこ

とができています。 

 

△弱み 問題２四 

面ファスナーに関する【資料】を読み、面ファスナーが国際宇宙ステ

ーションの中でどのように使われているのかをまとめて書く。 

平均正答率：26.6％（全国：29.7％） 

⇒目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができ

ていません。 

 問題３三（１）エ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の傍線部エを、漢字を使って書き直

す。（げんいん）      平均正答率：64.1％（全国：79.0％） 

⇒学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと

ができていません。 

 ■現状と課題 

① 学習指導要領の内容で見ると、「言葉の特徴や使い方に関する事項」及び

「話すこと・聞くこと」については全国と比較して高い数値を示しています。 

② 評価の観点で見ると「知識・技能」及び「思考・判断・表現」ともに全国

を上回っています。 

③ 国語は、全国平均と比較しても高い力を示しています。 
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 ＜小学校算数＞ 

 ■強み・弱みと考えられる項目 

○強み 問題１（２） 

５００ｍを歩くのに 7 分間かかることを基に、1,000m を歩くのにかか

る時間を書く。 

平均正答率：87.5％（全国：86.7％） 

⇒ 速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考

察することができています。 

 問題１（４） 

午後１時３５分から５０分後の時刻を書く。 

平均正答率：92.2％（全国：89.2％） 

⇒ 条件に合う時刻を求めることができています。 

 問題１（５） 

分速５４０ｍのバスが２７００ｍを進むのにかかる時間を求める式

を書く。 

平均正答率：90.6％（全国：85.1％） 

⇒ 速さと道のりを基に、時間を求める式に表すことができていま

す。 

 問題２（２）：直角三角形を組み合わせた図形の面積について分かる

ことを選ぶ。 

平均正答率：81.3％（全国：72.5％） 

⇒ 複数の図形を組み合わせた図形の面積について、量の保存性や

量の加法性を基に捉え、比べることができています。 

 問題３（２） 

学年ごとの本の貸し出し冊数について、棒グラフから分かることを選

ぶ。 

平均正答率：92.2％（全国：90.7％） 

⇒ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができています。 

 問題４（１） 

余りのある除法の商と余りを基に、２３個のボールを６個ずつ箱に

入れていくときに必要な箱の数を書く。 

平均正答率：85.9％（全国：83.0％） 

⇒ 示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断す

ることができています。 
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 ■現状と課題 

① 学習指導要領の領域で見ると、すべての領域において全国を上回っていま

す。 

② 評価の観点で見ると「知識・技能」及び「思考・判断・表現」についても、

全国を上回っており、ともに力がついていることが読み取れます。 

③ 算数についても全国より高く、力がついています。 

 

 ＜中学校国語＞ 

 ■強み・弱みと考えられる項目 

〇強み 問題１二 

話合いでの発言について説明したものとして適切なものを選択する。 

平均正答率：96.1％（全国：92.5％） 

⇒ 質問の意図を捉えることができています。 

 

△弱み 問題２一 

意見文の下書きを直した意図として適切なものを選択する。 

平均正答率：22.1％（全国：24.8％） 

⇒ 書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係に注

意して書くことができていません。 

 問題３四 

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接し方をしている

かや、そのような接し方をどう思うかを書く。 

平均正答率：16.9％（全国：20.5％） 

⇒ 文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつ

ことができていません。 

 ■現状と課題 

① 学習指導要領の領域で見ると、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項」については、全国平均とほぼ同等です。「書くこ

と」「読むこと」については、もう少し力をつける必要があります。 

② 評価の観点について見ると、「話す・聞く能力」「言語についての知識・理

解・技能」については、全国平均とほぼ同等、もしくは若干上回っています

が、「国語への関心・意欲・態度」「書く能力」「読む能力」については、やは

りもう少し力をつける必要があります。 

③  国語については、全国平均とほぼ同等です。 
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 ＜中学校数学＞ 

 ■強み・弱みと考えられる項目 

△弱み 問題１ 

（５x＋６y）－（３x－２y）を計算する 

平均正答率：66.2％（全国：77.1％） 

⇒ 整式の加法と減法の計算ができていません。 

 問題６（３） 

四角で４つの数を囲むとき、四角で囲んだ４つの数の和がどの位置に

ある２つの数の和の２倍であるかを説明する 

平均正答率：24.7％（全国：30.3％） 

⇒ 数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明

することができていません。 

 問題７（２） 

与えられた表やグラフを用いて２分をはかるために必要な砂の重さ

を求める方法を説明する 

平均正答率：24.7％（全国：27.7％） 

⇒ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること

ができていません。 

 問題８（３） 

「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の日より気温差が大きい

傾向にある」と主張できる理由をグラフの特徴を基に説明する。 

平均正答率：9.1％（全国：11.1％） 

⇒ データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて

説明することができていません。 

 問題９（２） 

錯角が等しくなることについて、根拠となる直線ＦＥと直線ＢＣの関

係を記号を用いて表す。 

平均正答率：53.2％（全国：64.3％） 

⇒ 錯角が等しくなるための２直線の位置関係を理解できていませ

ん。 

 問題９（３） 

∠ＡＲＧや∠ＡＳＧの大きさについて、いつでもいえることを書く。 

平均正答率：28.6％（全国：28.8％） 

⇒ ある条件の下でいつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを

数学的に表現することができていません。 
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 ■現状と課題 

① 学習指導要領の領域で見ると、「関数」「資料の活用」については、全国平

均並みの数値となっていますが、「数と式」「図形」については理解度が低く

もう一度やっておく必要があります。 

② 評価の観点からは、「数学的な見方や考え方」「数学的な技能」「数量や図形

などについての知識･理解」の３観点とも力をつける必要があります。 

③ 数学に関しては、やや全国平均より低い数値を示しているところから、力

をつけていく必要があるといえます。 

 

（２）各教科の平均正答率の状況 

   平均正答率については、小学校は国語・算数とも全国平均より高い数値を示し

ています。中学校は国語・数学とも全国平均よりやや低い数値を示しています。 

 

（３）各教科の無回答率の状況 

   無回答率が、小学校では全国に比べて低くなっています。中学校では、やや高

くなっています。 

   ・小学校国語・・・大台町 ３．６％（三重県 ３．７％、全国 ４．３％） 

   ・小学校算数・・・大台町 １．６％（三重県 ５．４％、全国 ５．４％） 

   ・中学校国語・・・大台町 ５．７％（三重県 ４．３％、全国 ４．４％） 

   ・中学校数学・・・大台町１２．８％（三重県 ９．９％、全国１１．２％） 

   無回答率は、小学校の全教科とも三重県・全国の平均よりも低くなっています。

どの教科も最後まで諦めずに取り組んだ結果であると考えます。特に、小学校の

算数は１％台であるので、いかにしっかり答えたかが伺えます。中学校は全教科

とも三重県・全国の平均よりも高くなっています。補充学習等をさらに充実して

いく必要があると考えます。 
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３．質問紙調査（児童生徒用・学校用）に関する調査の結果・分析 
 

 児童生徒質問紙は、児童生徒に生活習慣や学習の様子をアンケート形式で問う調査

のことです。生活の諸側面や学習環境などについて質問があります。また、学校質問

紙は、学校の指導方法に関する取組などについて質問があります。質問の中からいく

つかを取り出してお示しします。 

 

（１）生活習慣について 

 【児童生徒質問紙】 

項目１：朝食を毎日食べていますか。 

    （「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

⇒ 

児童 １００．０％（三重県９５．１％、全国９４．９％） 

生徒  ９６．０％（三重県９３．０％、全国９２．８％） 

項目２：毎日同じくらいの時刻に寝ていますか。 

    （「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ８９．１％（三重県８０．３％、全国８１．２％） 

生徒 ７９．０％（三重県７９．２％、全国７９．８％） 

項目３：毎日同じくらいの時刻に起きていますか。 

    （「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ９８．５％（三重県９０．０％、全国９０．４％） 

生徒 ８８．１％（三重県９２．２％、全国９２．７％） 

 ■現状と課題 

「朝食を食べているか」という問いに対して、児童生徒ともに全国平均上回る結

果を示しています。「寝る時間・起きる時間」については、児童は全国平均を大

きく上回っていますが、生徒は「起きる時間」が全国平均よりやや低くなってお

り、起きる時間が一定せず、やや不規則傾向にある状況が見えます。基本的な生

活習慣を身につけるため、今後も引き続き、生活指導や食育を推進していきま

す。 

 

（２）学習習慣について 

 【児童生徒質問紙】 

項目 17：家で、自分で計画を立てて勉強していますか。 

    （「している」「どちらかといえば、している」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ８４．４％（三重県７２．８％、全国７４．０％） 

生徒 ５５．３％（三重県６５．０％、全国６３．５％） 
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項目 18：学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの

時間、勉強しますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わって

いる時間も含む）  （児童・生徒とも、１時間以上と答えた割合） 

⇒ 

児童 ８２．８％（三重県５９．６％、全国６２．５％） 

生徒 ６５．８％（三重県７３．３％、全国７５．９％） 

 【学校質問紙】 

項目 85：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習の課題

の課し方について、校内の教職員で共通理解を図りましたか。（教科共通） 

    （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

⇒ 

小学校１００．０％（三重県９３．２％、全国９０．６％） 

中学校１００．０％（三重県８８．１％、全国８５．５％） 

項目 86：調査対象の学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習の

取組として、学校では、児童（生徒）に家庭での学習方法等を具体例を

挙げながら教えるようにしましたか。（教科共通） 

    （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

⇒ 

小学校１００．０％（三重県９５．９％、全国９５．５％） 

中学校１００．０％（三重県９０．１％、全国９１．９％） 

 ■現状と課題 

 家庭での学習についての質問で、計画を立てて学習している割合は、児童が全

国より高い数値を示していますが、生徒は低くなっています。「平日１時間以上

学習をしている」割合も、児童が全国平均より高い数値となっています。家庭学

習に取り組めていない児童生徒に家庭学習の必要性について、さらに指導してい

く必要があります。 

 家庭学習に対する学校の取組は、小中とも「家庭学習の与え方についての教職

員の共通理解を図ること」や「家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教える

こと」など、家庭学習の大切さを感じながら取組を進めている様子が伺えます

が、生徒との隔たりが見て取れます。各小中学校とも「家庭学習の手引き」を見

直し、保護者とともに家庭学習に取り組ませるよう働きかけてきています。今後

も継続して取り組んでいく必要があります。 

（３）児童生徒の自己肯定感等について 

 【児童生徒質問紙】 

項目６：自分には、よいところがあると思いますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ７８．１％（三重県７６．０％、全国７６．９％） 

生徒 ８０．３％（三重県７７．５％、全国７６．２％） 
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項目 11：いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ９６．９％（三重県９７．３％、全国９６．８％） 

生徒 ９４．８％（三重県９６．３％、全国９５．９％） 

項目 12：人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ９６．８％（三重県９５．８％、全国９５．５％） 

生徒 ９２．１％（三重県９５．７％、全国９５．０％） 

項目 13：学校に行くのは楽しいと思いますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ９２．２％（三重県８３．２％、全国８３．４％） 

生徒 ９０．８％（三重県８３．０％、全国８１．１％） 

 【学校質問紙】 

項目 11：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学校生活の中で、

児童（生徒）一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）

取組をどの程度行いましたか。 

    （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

⇒ 

小学校１００．０％（三重県９９．２％、全国９８．７％） 

中学校１００．０％（三重県９９．４％、全国９８．６％） 

 ■現状と課題 

 児童生徒ともに、「自分には、良いところがある」と答えた割合は、全国平均を

上回っています。自己肯定感の醸成が進んでいると考えられます。「いじめは、ど

んな理由があってもいけないことだと思う」「人の役に立つ人間になりたいと思

う」の質問では、児童のポイントは全国と同等であるが、生徒のポイントは若干

差があります。今後も引き続き道徳教育の推進をしていきます。 

 「学校に行くのは楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合は、全国平均を大き

く上回っています。学校質問紙からも教師が子どもを認め、褒めようとする姿勢

が子どもたちにとって魅力的な学校につながっているのではないかと考えられま

す。 

 学校質問紙で、「学校生活の中で、児童生徒一人一人のよい点や可能性を見付け

評価する（褒めるなど）取組をどの程度行ったか」という、児童生徒との関係づ

くりを問う質問でも、各校それぞれに取り組んでいることが伺えます。このよう

な取組を継続し、児童生徒との良好な関係をつくり出していきます。 
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（４）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善について 

 【児童生徒質問紙】 

項目 32：小学校５年生まで（中学校１、２年生のとき）に受けた授業では、自分

の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文

章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ７３．５％（三重県６２．５％、全国６３．５％） 

生徒 ６７．１％（三重県６１．６％、全国６２．０％） 

項目 33：小学校５年生まで（中学校１、２年生のとき）に受けた授業では、課題

の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか。 

     （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ８５．９％（三重県７８．２％、全国７８．２％） 

生徒 ８０．２％（三重県８３．９％、全国８１．０％） 

項目 37：学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広

げたりすることができていると思いますか。 

    （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ８５．９％（三重県７８．２％、全国７８．８％） 

生徒 ８４．２％（三重県７８．９％、全国７７．８％） 

 【学校質問紙】 

項目 29：調査対象学年の児童（生徒）は、授業では、課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組むことができていると思いますか。 

      （「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と回答した割合） 

⇒ 

小学校１００．０％（三重県８７．０％、全国８５．３％） 

中学校１００．０％（三重県８９．４％、全国８６．０％） 

項目 36：調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、習得・活用及び

探求の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか。 

    （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

⇒ 

小学校１００．０％（三重県９０．９％、全国８８．１％） 

中学校１００．０％（三重県８６．７％、全国８６．９％） 
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 ■現状と課題 

 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善については、どの項目ともほ

ぼ全国平均より高い数値を示しています。児童生徒とも話し合う活動や自分の考

えを発表したりする活動の問いには肯定的に答えています。 

 「学校質問紙」でも、全小中学校が肯定的に答えており、新学習指導要領が示

す「主体的・対話的で深い学び」による授業改善について、各校で意識して取り

組んでいることが分かります。 

 

（５）家庭・地域・学校に関する状況 

 【児童生徒質問紙】 

項目 23：新聞を読んでいますか。 

   （「ほぼ毎日読んでいる」「週に１～３回程度読んでいる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 １５．６％（三重県１４．０％、全国１４．８％） 

生徒 １３．２％（三重県１０．９％、全国１０．４％） 

項目 24：今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ８６．０％（三重県６５．７％、全国５８．１％） 

生徒 ６９．７％（三重県５２．５％、全国４３．７％） 

項目 25：地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ５９．４％（三重県５０．７％、全国５２．４％） 

生徒 ５０．０％（三重県４６．９％、全国４３．８％） 

 ■現状と課題 

 「新聞」を読む割合は児童生徒とも全国より高い数値を示していますが、少な

いのが現状です。新聞を見ない児童生徒は、「テレビ」や「インターネット」でニ

ュースをみているようです。だんだん状況が変わってきていると言わざるを得ま

せん。 

 「地域」との関わりでは、「地域の行事」への参加率は、児童生徒とも全国平均

を２０％以上超えています。各校とも、「郷土愛を育む教育」を推進しています。

過疎地である大台町では、子どもたちが地域の良さ、地域の人々の温かさに触れ、

地域に愛着を持つ活動が大切であり、またそのための活動に各学校が取り組んで

います。その結果の現れと考えられます。今後も地域に根ざした取り組みを進め

ていくとともに、地域のことを考えさせることもしていかなければならないと考

えます。 

 

  



12 

 

（６）ＩＣＴの活用等について 

 【児童生徒質問紙】 

項目 26：小学校５年生までに（中学校１、２年生のときに）受けた授業で、コン

ピュータなどのＩＣＴ機器を週１回以上使用しましたか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ２８．１％（三重県４３．３％、全国４０．１％） 

生徒 ４０．７％（三重県３９．２％、全国３３．４％） 

項目 27：あなたは学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を、他の友達と意見を

交換したり、調べたりするために、週１回以上使用しましたか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ３１．３％（三重県４３．８％、全国３９．０％） 

生徒 ５０．０％（三重県４９．５％、全国３４．８％） 

項目 28：学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと

思いますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ９４．０％（三重県９５．０％、全国９４．５％） 

生徒 ９０．８％（三重県９３．５％、全国９３．２％） 

 【学校質問紙】 

項目 70：あなたの学校ではコンピュータなどのＩＣＴ機器を活用して「教職員間

の連絡」を行っていますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

小学校 ７５．０％（三重県７９．４％、全国７８．１％） 

中学校 ５０．０％（三重県８５．４％、全国８０．６％） 

項目 71：あなたの学校ではコンピュータなどのＩＣＴ機器を活用して「教職員と

児童（生徒）がやり取りする場面」を設けていますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

小学校 ２５．０％（三重県６０．９％、全国４４．７％） 

中学校１００．０％（三重県６５．６％、全国４１．５％） 

項目 72：あなたの学校ではコンピュータなどのＩＣＴ機器を活用して「児童（生

徒）同士がやり取りする場面」を設けていますか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

小学校  ０．０％（三重県４２．９％、全国３０．１％） 

中学校 ５０．０％（三重県４４．４％、全国２５．８％） 
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項目 73：あなたの学校ではコンピュータなどのＩＣＴ機器を活用して「教職員と

家庭との連絡」を行っていますか。  

    （「よく行った」「どちらかといえば、行った」と回答した割合） 

⇒ 

小学校 ２５．０％（三重県３２．６％、全国３９．６％） 

中学校 ５０．０％（三重県３５．７％、全国４３．９％） 

項目 74：あなたの学校ではコンピュータなどのＩＣＴ機器を活用して「児童（生

徒）が一人で活用する場面」を設けていますか。 

⇒ 

小学校 ７５．０％（三重県８０．３％、全国７４．６％） 

中学校１００．０％（三重県７６．２％、全国６２．６％） 

 ■現状と課題 

 ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末を配布した直後の調査ということも

あり、現状は本調査時点から大きく変わってきています。各小中学校においては、

情報教育担当者を中心に、会議や研修を重ねています。また、８月からはＩＣＴ

支援員を配置しました。ＩＣＴ支援員を各校へ派遣し、ＩＣＴ機器の環境整備、

操作支援などを通じて、校内研修や研究授業を円滑に実施できるよう学校をサポ

ートし、ＩＣＴ教育の充実を目指します。今後は、新型コロナウイルス感染症感

染拡大に備え、オンライン学習を含めたＩＣＴの活用について、注力していく必

要があると考えています。 

 

（７）去年の新型コロナウイルスの感染拡大防止のための臨時休校について 

 【児童生徒質問紙】 

項目 64：新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、勉

強に不安を感じましたか。 

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ５７．８％（三重県５４．３％、全国５５．２％） 

生徒 ５９．２％（三重県６２．６％、全国６２．８％） 

項目 65：新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計

画的に学習を続けることができましたか。  

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ７８．１％（三重県６４．７％、全国６４．６％） 

生徒 ４２．１％（三重県４２．８％、全国３７．６％） 
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項目 66：新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、規

則正しい生活を送っていましたか。  

    （「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合） 

⇒ 

児童 ７６．６％（三重県６４．２％、全国６３．１％） 

生徒 ５６．５％（三重県５１．０％、全国４８．４％） 

 ■現状と課題 

 臨時休業中においても計画的に学習したり、規則正しく生活したりできた児童

生徒の割合が多かったことは、平時からの学校の指導の成果と言えます。ただ、

勉強に不安を感じた児童生徒の割合が６割近くあったことについての対策とし

て、今後、危機管理の一環として、ＩＣＴの活用も含めた備えをさらに強化して

いきます。 

 

４．大台町におけるこれまでの取組 
 

  〇「大台町学校教育の方針」の策定と各学校での具体化した取組 

  〇大台町小中連携教育推進会議における、ＣＲＴ学力検査分析結果や学力向上の

取組交流 

  〇大台町小中連携教育推進会議における悉皆による研修会の開催（学力向上・保

障にむけて オンライン） 

  〇指導主事による学校訪問と授業研究・事前事後研修会における指導・助言 

  〇各小中学校にＡＬＴを配置し、英語教育を充実 

  〇町の図書館司書と連携した資質向上の取組 

 

５．児童生徒の学びの充実を図るための今後の取組 
 

（１）わかる授業づくり 

  ①すべての児童生徒が、基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得できる授業づ

くり 

   ・必要な知識・技能について、しっかりと教えます。 

   ・つまずきやすい内容を事前に把握し、確実な習得を図るための繰り返し学習

を行います。（ＣＲＴ検査の活用） 

   ・一人１台端末を積極的に活用します。 

  ②「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を行い、思考力・判断力・表

現力を育む授業づくり 

   ・問題解決的な学習の基本的な取組を進めます。 

   ・他の考えを受け入れて、判断する力を育みます。 

   ・目的や相手に応じて話したり、聞いたりする力を育みます。 

   ・資料やグラフ・表を読み取る力を育みます。 

   ・端末を活用して自分の考えを広げたり深めたり、資料を使って表現できる力

を育みます。 
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   ・目的に応じて資料を読み、自分の考えを書いたり、理由が分かるように書い

たりする力を育みます。 

  ③「見通す・振り返る活動」を重視した授業づくり 

   ・めあての提示の工夫、例えば「日常の生活場面からの問題提起」「驚きや感動

を与える導入」「既習事項との関連（習得した知識・技能の活用）に気付く導入」

授業等を行います。 

   ・補充的・発展的な学習指導の充実を図ります。 

   ・引き続き振り返る活動について、その時間の確保に努め、学力定着につなが

るあり方を工夫していきます。 

 

（２）研修等の充実 

  ①研修の充実とＰＤＣＡサイクル 

    習得・活用及び探求の学習過程を見通した指導方法の研修を充実させ、学校

の教育活動に学力向上のＰＤＣＡサイクルを無理なく位置づけます。 

  ②小中連携教育推進会議での交流 

    小中連携教育推進会議において、全国学力・学習状況調査、ＣＲＴ検査の分

析結果や学力向上の取組みの交流を継続することにより、各校でのより有効な

授業実践につなげていきます。 

 

（３）学習習慣等の確立 

  ①家庭との連携 

    これまで小中連携教育推進会議において「大台町家庭学習系統表」を作成し

てきました。引き続き、これを活用しながら自主的な学習習慣の確立を図ると

ともに、特に小学校段階からの学習習慣の確立（全国比小＋１０．４％  

中－８．２％）を図るために、家庭と連携を図ります。 

  ②「褒める」取組 

    全ての学校教育活動を通じ、児童生徒の自己肯定感、自己有用感を醸成（全

国比小＋１．２％ 中＋４．１％）していきます。また、家庭と連携し子ども

を「褒める」取組を充実させていきます。 


